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本　　　　所　☎ 089ー941ー8135
〒790-0002　松山市二番町4丁目4番地2

西 条 支 所　☎ 089７ー５５ー2955
〒793-0006　西条市下島山甲1324番地2

宇 摩 出 張 所　☎ 0896ー75ー1231
〒799-0702　四国中央市土居町小林964番地1

今 治 支 所　☎ 0898ー31ー2800
〒794-0026　今治市別宮町9丁目1番53号

周 桑 出 張 所　☎ 0898ー64ー2055
〒799-1341　西条市壬生川111番地1

松 山 支 所　☎ 089ー941ー4623
〒790-0966　松山市立花1丁目8番42号

上浮穴出張所　☎ 0892ー21ー0442
〒791-1206　上浮穴郡久万高原町上野尻甲44番地1

伊 予 支 所　☎ 089ー982ー0534
〒799-3113　伊予市米湊825番地9

喜 多 出 張 所　☎ 0893ー23ー3222
〒795-0013　大洲市西大洲甲2419番地4

西 予 支 所　☎ 0894ー62ー2123
〒797-0017　西予市宇和町ひまわり1番地4

八幡浜出張所　☎ 0894ー22ー1449
〒796-8004　八幡浜市産業通16番42号

宇 和 島 支 所　☎ 0895ー22ー3536
〒798-0017　宇和島市和霊東町3丁目1番21号

南宇和出張所　☎ 0895ー72ー0201
〒798-4131　南宇和郡愛南町城辺甲283番地第1

　石鎚山を臨む、道前平野の丘陵地にある
バーベキューレストラン。地元の養豚業者

「カワタキ」が平成１２年に開業し、自社ブラン
ド豚「ももくり豚」を提供している。施設内
の坊ちゃんハム工房で
は、手作りのハムやウイ
ンナーの直販も行う。

イヨ
メシ

地元の味を
          ギュッと。

（1,000円）税込

１日限定１０食の人気メニュー。
しかも、食べられるのは平日のみ。 自慢のももくり豚の肉厚トンカツに、
半熟卵が絡んで、食感はふっくらなのにサックリ。
甘くとろける脂身が口に広がり、ジューシーで魅惑的だ。

¡™Spot No. ももくり三年かき八年

∂西条市丹原町関屋甲257
☎0898（76）6900　ß火曜（祝・祭日は営業）
å11:00～21:00（月・水曜のみ11:00～16:00）

Spot Data

かつ丼

　「お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
父
さ
ん
が

作
っ
た
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
、
と
っ
て

も
お
い
し
い
よ
」
と
菜
乃
巴
ち
ゃ
ん

（
5
）。
笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
は
し
ゃ
ぐ

声
が
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
畑
に
響
く
。

こ
の
ま
ま
元
気
に
大
き
く
な
っ
て
ほ

し
い
と
祖
父
の
茂
さ
ん
。
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│
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│
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│

　石
鎚
山
系
か
ら
の
清
ら
か
な
水
に

恵
ま
れ
た
西
条
市
禎
瑞
で
、
野
菜
作

り
に
専
念
す
る
加
藤
さ
ん
家
族
。
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
40
㌃
、
タ
マ
ネ
ギ
70

㌃
、
サ
ト
イ
モ
60
㌃
を
栽
培
す
る
。

堆
肥
を
利
用
し
て
、
化
学
肥
料
を
な

る
べ
く
使
わ
な
い
栽
培
を
心
が
け
て

い
る
。 ●

表
紙
モ
デ
ル
●

写
真
後
列
左
か
ら
、

恵
子
さ
ん
、茂
さ
ん
、亮
次
さ
ん
、菜
乃
巴

ち
ゃ
ん
、千
絵
さ
ん（
西
条
市
禎
瑞
）

第
17
号
は
7
月
に
発
刊
予
定
で
す
。

ももくり三年かき八年の

自社ブランド豚「ももく
り豚」を

ご賞味ください。
（越智さん）

2019

〈
特
集
〉

平
成
を
語
ろ
う
。

16 3
Vol.

とん

な
の
は

愛媛県農業共済組合
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│
　

平
成
は
ど
の
よ
う
な
年
で
し
た
か
?

　
平
成
は
、
自
分
の
生
ま
れ
た
年
。
特
に
30
年

は
、
2
月
に
前
職
を
辞
め
、
5
月
に
結
婚
、
9

月
に
就
農
、
10
月
に
は
念
願
の
ダ
ン
ス
ス
ク
ー

ル
を
開
設
と
ま
さ
に
激
動
だ
っ
た
。
就
農
は
、

祖
父
や
父
が
元
気
な
う
ち
に
農
業
を
教
え
て
ほ

し
い
と
思
い
決
め
た
。

│
　

新
し
い
元
号
は
ど
の
よ
う
な
年
に
し
た
い
で

す
か
?

　
今
、
農
業
も
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
も
新
し
い
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
と
こ
ろ
。
両
方
を
こ
な
す
の

は
大
変
だ
が
、
妥
協
せ
ず
土
台
作
り
か
ら
し
っ

か
り
や
っ
て
い
き
た
い
。

〈
経
営
規
模
〉
ミ
ニ
ト
マ
ト
52
㌃

　
化
学
肥
料
を
ほ
と
ん
ど
使
わ
ず
、
安
全
安
心

な
栽
培
に
力
を
入
れ
る
。
ダ
ン
ス
の
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
も
務
め
る
。

│
　

平
成
は
ど
の
よ
う
な
年
で
し
た
か
?

　
平
成
の
農
業
は
、
楽
し
か
っ
た
ね
。
昔
に
比

べ
、
す
べ
て
が
便
利
に
な
っ
て
苦
労
が
減
っ
た
。

機
械
が
完
備
さ
れ
て
、
昭
和
の
時
代
に
は
、
朝

早
く
か
ら
夜
中
ま
で
し
て
い
た
作
業
が
、
今
で

は
日
中
で
終
わ
る
。
最
近
の
大
ニ
ュ
ー
ス
は
、

孫
が
結
婚
し
た
こ
と
。
子
ど
も
よ
り
も
孫
よ
り

も
ひ
孫
が
か
わ
い
い
ね
。

│
　

新
し
い
元
号
は
ど
の
よ
う
な
年
に
し
た
い
で

す
か
?

　
平
成
で
は
、
子
ど
も
と
孫
に
農
業
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
家
族
が
元
気

で
楽
し
く
農
業
が
で
き
れ
ば
い
い
。

〈
経
営
規
模
〉
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
30
㌃
、露
地

キ
ャ
ベ
ツ
60
㌃

　
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
、
年
間
7
回
栽
培
を
行
う
。

西
岡
さ
ん
の
主
な
担
当
は
荷
造
り
作
業
。

　
近
年
、
農
家
の
高
齢
化
に
よ
り
耕

作
放
棄
地
が
増
え
て
い
る
。
平
成
29

年
に
地
域
の
方
々
で
、「
新
奥
矢
田
里

山
保
存
会
」
を
設
立
し
、
穂
先
タ
ケ

ノ
コ
の
出
荷
や
竹
灯
篭
の
イ
ベ
ン
ト

を
行
っ
た
。
地
域
サ
ロ
ン
で
は
、
体

操
や
大
学
生
と
の
交
流
会
を
開
き
、

地
域
活
性
化
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

今
治
支
所

曽
川
　

　
薫
さ
ん（
61
歳
）

　
中
学
生
の
時
に
農
業
を
手
伝
っ
て

以
来
、
人
生
の
大
半
を
兼
業
農
家
と

し
て
過
ご
し
て
き
た
。
昭
和
は
農
業

が
繁
栄
し
、
国
を
支
え
て
き
た
が
、

平
成
は
急
激
な
少
子
高
齢
化
等
に
よ

り
、
農
業
が
衰
退
し
て
し
ま
っ
た
。

新
し
い
時
代
に
は
、
農
業
の
み
で
生

計
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
政
策
を

期
待
し
て
い
る
。

西
条
支
所

石
村
　

徳
次
さ
ん（
80
歳
）

　
平
成
当
初
は
、
生
産
過
剰
に
よ
る

果
樹
の
低
価
格
に
苦
し
ん
だ
。
現
在

は
経
営
も
安
定
し
て
い
る
が
、
異
常

気
象
に
よ
り
各
地
で
頻
繁
に
大
災
害

が
起
こ
っ
て
い
る
。
農
家
に
と
っ
て

は
、
自
然
の
驚
異
に
悩
ま
さ
れ
る
時

代
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
新
た
な
元

号
で
は
、
若
い
世
代
が
希
望
の
持
て

る
経
営
環
境
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。

宇
和
島
支
所

武
田
　

誠
樹
さ
ん（
46
歳
）

　
兼
業
で
あ
っ
た
が
、
毎
年
一
定
以

上
の
米
や
野
菜
を
収
穫
で
き
、
平
成

は
充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
た
。
新
元
号
で
は
、
大
き
な
天
災

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
祈
る
ば
か
り
だ
。

大
規
模
農
家
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
零

細
農
家
も
農
業
が
続
け
ら
れ
る
環
境

が
整
備
さ
れ
、
田
舎
の
土
地
を
守
っ

て
い
け
る
時
代
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

西
予
支
所

兵
頭
　

　
績
さ
ん（
７７
歳
）

２０１９年５月に、３０年続いた平成が終わりを告げ、新しい元号
が始まります。そこで、若手農家とベテラン農家、共済部長
に平成はどのような年だったのか語っていただきました。

を語ろう。 
今治市朝倉下　井門　優太さん（™¢歳）

砥部町満穂　西岡　国定さん（•º歳）

　
菌
床
栽
培
が
多
い
中
、
シ
イ
タ
ケ

の
原
木
栽
培
を
平
成
の
30
年
間
続
け

て
い
る
。
10
年
前
、
県
の
ブ
ラ
ン
ド

シ
イ
タ
ケ
「
媛
王
」
の
品
質
を
超
え

た
新
品
種
の
導
入
に
成
功
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
、
こ
の
成
功
事
例
を
若
い

人
に
伝
え
る
こ
と
で
、
シ
イ
タ
ケ
作

り
に
活
気
を
与
え
、
農
業
の
発
展
に

生
か
し
た
い
。

松
山
支
所

恩
地
　

義
浩
さ
ん（
56
歳
）

担当地区▶久万高原町露峰若宮
経営規模▶水稲130㌃、シイタケ50㌃
担当戸数▶12戸　共済部長歴▶14年

担当地区▶津島町下畑地内田
経営規模▶果樹250㌃、水稲85㌃、キウイフルーツ15㌃
担当戸数▶14戸　共済部長歴▶1年

担当地区▶今治市奥矢田
経営規模▶水稲9㌃、自家用野菜15㌃
担当戸数▶11戸　共済部長歴▶9年

担当地区▶西予市宇和町下川下
経営規模▶水稲27㌃、野菜・クリ・柿など13㌃
担当戸数▶9戸　共済部長歴▶5年

担当地区▶新居浜市船木
経営規模▶水稲32㌃、野菜15㌃
担当戸数▶11戸　共済部長歴▶15年

　
平
成
で
は
、
葉
タ
バ
コ
栽
培
か
ら

施
設
野
菜
へ
の
転
換
、
孫
の
誕
生
が

印
象
に
残
っ
て
い
る
。
特
に
道
の
駅

か
ら
り
が
8
年
に
開
駅
し
、
規
格
外

品
や
、
少
量
の
品
目
が
有
利
販
売
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
農
業

収
入
の
安
定
化
に
つ
な
が
っ
た
。
こ

れ
ま
で
農
業
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
の

も
、そ
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
る
。

伊
予
支
所

藤
岡
　

清
一
さ
ん（
68
歳
）

担当地区▶内子町河内
経営規模▶施設野菜（キュウリ、トマト）14㌃
担当戸数▶20戸　共済部長歴▶2年

ベテラン農家

伝わる

伝える

若手農家
共済部長
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│
　

平
成
は
ど
の
よ
う
な
年
で
し
た
か
?

　
平
成
は
、
自
分
の
生
ま
れ
た
年
。
特
に
30
年

は
、
2
月
に
前
職
を
辞
め
、
5
月
に
結
婚
、
9

月
に
就
農
、
10
月
に
は
念
願
の
ダ
ン
ス
ス
ク
ー

ル
を
開
設
と
ま
さ
に
激
動
だ
っ
た
。
就
農
は
、

祖
父
や
父
が
元
気
な
う
ち
に
農
業
を
教
え
て
ほ

し
い
と
思
い
決
め
た
。

│
　

新
し
い
元
号
は
ど
の
よ
う
な
年
に
し
た
い
で

す
か
?

　
今
、
農
業
も
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
も
新
し
い
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
と
こ
ろ
。
両
方
を
こ
な
す
の

は
大
変
だ
が
、
妥
協
せ
ず
土
台
作
り
か
ら
し
っ

か
り
や
っ
て
い
き
た
い
。

〈
経
営
規
模
〉
ミ
ニ
ト
マ
ト
52
㌃

　
化
学
肥
料
を
ほ
と
ん
ど
使
わ
ず
、
安
全
安
心

な
栽
培
に
力
を
入
れ
る
。
ダ
ン
ス
の
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
も
務
め
る
。

│
　

平
成
は
ど
の
よ
う
な
年
で
し
た
か
?

　
平
成
の
農
業
は
、
楽
し
か
っ
た
ね
。
昔
に
比

べ
、
す
べ
て
が
便
利
に
な
っ
て
苦
労
が
減
っ
た
。

機
械
が
完
備
さ
れ
て
、
昭
和
の
時
代
に
は
、
朝

早
く
か
ら
夜
中
ま
で
し
て
い
た
作
業
が
、
今
で

は
日
中
で
終
わ
る
。
最
近
の
大
ニ
ュ
ー
ス
は
、

孫
が
結
婚
し
た
こ
と
。
子
ど
も
よ
り
も
孫
よ
り

も
ひ
孫
が
か
わ
い
い
ね
。

│
　

新
し
い
元
号
は
ど
の
よ
う
な
年
に
し
た
い
で

す
か
?

　
平
成
で
は
、
子
ど
も
と
孫
に
農
業
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
家
族
が
元
気

で
楽
し
く
農
業
が
で
き
れ
ば
い
い
。

〈
経
営
規
模
〉
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
30
㌃
、露
地

キ
ャ
ベ
ツ
60
㌃

　
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
、
年
間
7
回
栽
培
を
行
う
。

西
岡
さ
ん
の
主
な
担
当
は
荷
造
り
作
業
。

　
近
年
、
農
家
の
高
齢
化
に
よ
り
耕

作
放
棄
地
が
増
え
て
い
る
。
平
成
29

年
に
地
域
の
方
々
で
、「
新
奥
矢
田
里

山
保
存
会
」
を
設
立
し
、
穂
先
タ
ケ

ノ
コ
の
出
荷
や
竹
灯
篭
の
イ
ベ
ン
ト

を
行
っ
た
。
地
域
サ
ロ
ン
で
は
、
体

操
や
大
学
生
と
の
交
流
会
を
開
き
、

地
域
活
性
化
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

今
治
支
所

曽
川
　

　
薫
さ
ん（
61
歳
）

　
中
学
生
の
時
に
農
業
を
手
伝
っ
て

以
来
、
人
生
の
大
半
を
兼
業
農
家
と

し
て
過
ご
し
て
き
た
。
昭
和
は
農
業

が
繁
栄
し
、
国
を
支
え
て
き
た
が
、

平
成
は
急
激
な
少
子
高
齢
化
等
に
よ

り
、
農
業
が
衰
退
し
て
し
ま
っ
た
。

新
し
い
時
代
に
は
、
農
業
の
み
で
生

計
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
政
策
を

期
待
し
て
い
る
。

西
条
支
所

石
村
　

徳
次
さ
ん（
80
歳
）

　
平
成
当
初
は
、
生
産
過
剰
に
よ
る

果
樹
の
低
価
格
に
苦
し
ん
だ
。
現
在

は
経
営
も
安
定
し
て
い
る
が
、
異
常

気
象
に
よ
り
各
地
で
頻
繁
に
大
災
害

が
起
こ
っ
て
い
る
。
農
家
に
と
っ
て

は
、
自
然
の
驚
異
に
悩
ま
さ
れ
る
時

代
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
新
た
な
元

号
で
は
、
若
い
世
代
が
希
望
の
持
て

る
経
営
環
境
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。

宇
和
島
支
所

武
田
　

誠
樹
さ
ん（
46
歳
）

　
兼
業
で
あ
っ
た
が
、
毎
年
一
定
以

上
の
米
や
野
菜
を
収
穫
で
き
、
平
成

は
充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
た
。
新
元
号
で
は
、
大
き
な
天
災

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
祈
る
ば
か
り
だ
。

大
規
模
農
家
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
零

細
農
家
も
農
業
が
続
け
ら
れ
る
環
境

が
整
備
さ
れ
、
田
舎
の
土
地
を
守
っ

て
い
け
る
時
代
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

西
予
支
所

兵
頭
　

　
績
さ
ん（
７７
歳
）

２０１９年５月に、３０年続いた平成が終わりを告げ、新しい元号
が始まります。そこで、若手農家とベテラン農家、共済部長
に平成はどのような年だったのか語っていただきました。

を語ろう。 
今治市朝倉下　井門　優太さん（™¢歳）

砥部町満穂　西岡　国定さん（•º歳）

　
菌
床
栽
培
が
多
い
中
、
シ
イ
タ
ケ

の
原
木
栽
培
を
平
成
の
30
年
間
続
け

て
い
る
。
10
年
前
、
県
の
ブ
ラ
ン
ド

シ
イ
タ
ケ
「
媛
王
」
の
品
質
を
超
え

た
新
品
種
の
導
入
に
成
功
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
、
こ
の
成
功
事
例
を
若
い

人
に
伝
え
る
こ
と
で
、
シ
イ
タ
ケ
作

り
に
活
気
を
与
え
、
農
業
の
発
展
に

生
か
し
た
い
。

松
山
支
所

恩
地
　

義
浩
さ
ん（
56
歳
）

担当地区▶久万高原町露峰若宮
経営規模▶水稲130㌃、シイタケ50㌃
担当戸数▶12戸　共済部長歴▶14年

担当地区▶津島町下畑地内田
経営規模▶果樹250㌃、水稲85㌃、キウイフルーツ15㌃
担当戸数▶14戸　共済部長歴▶1年

担当地区▶今治市奥矢田
経営規模▶水稲9㌃、自家用野菜15㌃
担当戸数▶11戸　共済部長歴▶9年

担当地区▶西予市宇和町下川下
経営規模▶水稲27㌃、野菜・クリ・柿など13㌃
担当戸数▶9戸　共済部長歴▶5年

担当地区▶新居浜市船木
経営規模▶水稲32㌃、野菜15㌃
担当戸数▶11戸　共済部長歴▶15年

　
平
成
で
は
、
葉
タ
バ
コ
栽
培
か
ら

施
設
野
菜
へ
の
転
換
、
孫
の
誕
生
が

印
象
に
残
っ
て
い
る
。
特
に
道
の
駅

か
ら
り
が
8
年
に
開
駅
し
、
規
格
外

品
や
、
少
量
の
品
目
が
有
利
販
売
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
農
業

収
入
の
安
定
化
に
つ
な
が
っ
た
。
こ

れ
ま
で
農
業
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
の

も
、そ
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
る
。

伊
予
支
所

藤
岡
　

清
一
さ
ん（
68
歳
）

担当地区▶内子町河内
経営規模▶施設野菜（キュウリ、トマト）14㌃
担当戸数▶20戸　共済部長歴▶2年

ベテラン農家

伝わる

伝える

若手農家
共済部長

2
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加入申請時に青色申告の実績が¡年分あれば
加入できます
※平成£¡年分の青色申告の実績が揃えば、平成££年¡月からの収入保
険に加入できます。

農業経営者のみなさん

青色申告青色申告
を始めましょうを始めましょう

最高で§∞万円の特別控除!
損失額の繰越しや繰戻しができる!
専従者の給与額を必要経費に算入できる!
農業経営基盤強化準備金制度が使える!

現金出納帳等を整備して、日々の取引を
残高まで記帳・保存すれば、青色申告を行えます

（簡易方式）
※青色申告を新たに始める方は、原則、その年の£月¡∞日までに所轄
の税務署に「青色申告承認申請書」を提出する必要があります。

たくさん!
メリットも

加入できます
収入保険に

かんたん!
青色申告は

農業収入の減少を広く補償

○預け金として取り扱われ、課税関係は生じない（個人・法人）。
○会計上は、貸借対照表の資産の部に「収入保険積立金」として計上する。

○保険期間の必要経費（個人）、または損金（法人）に計上する。
○会計上は、損益計算書の経費欄に「収入保険保険料・事務費」と記載する。

積　立　金

保険料及び事務費

項　　目 税務・会計の取り扱い

収入保険加入者の皆さまへ
●保険料及び事務費、積立金の税務・会計の取り扱いにご注意ください

思っていたより、ずいぶん
簡単だったね!

も
便利だしね!

共
済
金
を

　
　お
支
払
い
し
ま
し
た

加
入
申
込
書
兼
変
更
届
出
書

を
ご
提
出
く
だ
さ
い

お
知
ら
せ

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
か
ら
の

電
気
柵
等
鳥
獣
被
害
防
止

施
設
の
購
入
・
設
置
に
助
成

農
業
共
済
新
聞

　
　
購
読
し
ま
せ
ん
か
？

共
済
掛
金
等
は

　
　
　
　
口
座
振
替
で

水
稲
共
済

　
平
成
30
年
産
水
稲
は
、
7
月
豪
雨
の

影
響
も
あ
り
、
愛
媛
県
全
体
で
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
収
穫
皆
無
の
甚

大
な
被
害
に
遭
わ
れ
た
組
合
員
に
は
、

平
成
30
年
8
月
と
9
月
に
仮
渡
し
共
済

金
を
お
支
払
い
し
て
い
ま
す
。
一
般
被

害
の
共
済
金
は
、
同
年
12
月
に
お
支
払

い
し
ま
し
た
。

　
平
成
31
年
産
水
稲
共
済
か
ら
加
入
申

込
書
兼
変
更
届
出
書
に
様
式
が
変
更
さ

れ
、配
布
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
、

水
稲
の
作
付
面
積
を
確
認
す
る
基
礎
と

な
り
ま
す
。
記
入
・
提
出
に
あ
た
っ
て

の
お
願
い
（
注
意
事
項
）
を
十
分
に
ご

確
認
の
う
え
、
様
式
に
従
い
、
記
入
ま

た
は
訂
正
後
、必
要
箇
所
に
捺
印
を
し
、

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
提
出
先
、
提
出
期
限
な
ど
は
、

地
域
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
ご
不
明
な
点
が
あ
れ

ば
、
共
済
職
員
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
近
年
、
農
作
物
共
済
に
お
け
る
被
害

の
中
で
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
有
害
鳥
獣

被
害
の
占
め
る
割
合
が
高
く
推
移
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で

は
、
損
害
防
止
事
業
の
一
環
と
し
て
、

組
合
員
の
鳥
獣
被
害
防
止
施
設
設
置
に

か
か
る
機
材
購
入
費
用
に
対
し
て
、
予

算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
お
支
払
い
い

た
し
ま
す
。

　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵
守
）

の
徹
底
を
図
る
た
め
、
掛
金
等
の
納
入

は
、
口
座
振
替
に
よ
る
も
の
と
し
、
現

金
や
振
り
込
み
に
よ
る
納
入
は
、
原
則

禁
止
し
て
お
り
ま
す
。
ご
理
解
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
口
座
振
替
の
申
し
込

み
手
続
き
に
関
し
ま
し
て
は
、
最
寄
り

の
支
所
・
出
張
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

口
座
振
替
が
で
き
る
銀
行
等

農
業
協
同
組
合
、
愛
媛
県
信
連

伊
予
銀
行
、
愛
媛
銀
行

信
用
金
庫
（
愛
媛
・
川
之
江
・

東
予
・
宇
和
島
）、
四
国
労
働
金
庫

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　
農
業
共
済
新
聞
は
、
営
農
に
役
立
つ

情
報
を
提
供
す
る
週
刊
紙
で
す
。
毎
週

水
曜
日
発
行
で
、
年
間
購
読
料
は
、
4

6
8
0
円
で
す
。
2
カ
月
無
料
購
読
が

で
き
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
、
本

所
（
0
8
9
　―

　

9
4
1
　―

　

8
1
3
5
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

被 害 面 積　……　™∞,§§º㌃

支 払 戸 数　……　¡,££∞戸

支払共済金　……　§¢,¢¡•,™™™円
　　　　　　   　※仮渡し共済金含む

支　払　日　……　平成£º年¡™月¡¢日

　
詳
し
く
は
、
裏
面
の
最
寄
り
の
支
所

の
農
作
物
共
済
担
当
者
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。施設の設置にかかる機材購入等費用の™分の

¡以内
※補助金には上限が設定されています。

・損害防止補助事業実施申請書
・見積書または領収書の写し
・損害防止事業実施箇所見取り図　など

電気柵、鉄柵、防獣ネット、トタン、有刺鉄線、
防鳥ネットなど農作物への被害防止施設

※新規に購入し設置する場合が対象です。他人より譲り受けた場合や、
　中古で購入した場合は対象外となります。

申請に必要な書類

補　助　内　容

補助対象施設等

共済目的の種類 水稲・麦共済
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平
成
30
年
5
月
に
就
農
し
た
宇
髙
功

二
さ
ん
は
、
松
山
市
内
の
ハ
ウ
ス
で
キ

ク
ラ
ゲ
を
栽
培
し
て
い
る
。
「
食
育
に

興
味
を
持
ち
、
キ
ク
ラ
ゲ
の
栄
養
価
が

高
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
栽
培
方
法

も
そ
れ
ほ
ど
難
し
く
な
い
の
で
、
自
分

で
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た

の
が
き
っ
か
け
で
す
」
。

　
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
、
産
地
の

熊
本
県
人
吉
市
な
ど
を
何
度
も
訪
問
し
、

栽
培
方
法
を
勉
強
し
た
。
現
在
は
、
太

陽
市
な
ど
の
産
直
市
や
飲
食
店
・
ホ
テ

ル
に
出
荷
し
て
い
る
。
肉
厚
で
う
ま
味

成
分
が
多
く
な
る
よ
う
、
間
引
き
や
水

の
管
理
に
は
特
に
気
を
配
る
。
も
ち
ろ

ん
農
薬
や
化
学
肥
料
は
使
用
し
て
い
な

い
。
一
番
の
お
勧
め
は
、
生
キ
ク
ラ
ゲ
。

食
感
が
乾
燥
キ
ク
ラ
ゲ
と
は
異
な
り
、

刺
身
や
サ
ラ
ダ
で
食
べ
る
と
非
常
に
お

い
し
い
と
い
う
。

　
キ
ク
ラ
ゲ
は
夏
の
作
物
で
、
栽
培
に

は
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
と
湿
度
を
一
定
に

保
つ
こ
と
が
重
要
だ
。
宇
髙
さ
ん
は
、

特
殊
な
遮
熱
シ
ー
ト
や
暖
房
機
具
を
使

用
し
、周
年
栽
培
を
可
能
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
冬
の
乾
燥
対
策
の
た
め
蒸
気
ボ

イ
ラ
ー
の
導
入
も
検
討
中
だ
。
「
鮮
度

な
ど
の
問
題
も
あ
り
、
生
キ
ク
ラ
ゲ
は

遠
方
へ
の
出
荷
が
難
し
い
。
今
後
は
、

加
工
品
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
で

す
」
と
販
路
拡
大
に
意
欲
を
見
せ
る
。

　
群
馬
県
太
田
市
か
ら
愛
媛
県
へ
Ｉ
タ

ー
ン
就
農
し
た
兒
嶋
さ
ん
夫
婦
。
八
幡

浜
市
布
喜
川
地
区
で
か
ん
き
つ
栽
培
を

営
ん
で
い
る
。「
漠
然
と
、い
つ
か
す
て

き
な
場
所
に
移
住
し
て
、
2
人
で
で
き

る
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」

と
隆
文
さ
ん
。
東
京
で
開
催
さ
れ
た
新

農
業
人
フ
ェ
ア
に
参
加
し
た
際
、
西
宇

和
み
か
ん
支
援
隊
の
話
に
興
味
が
わ
き
、

翌
週
末
に
観
光
が
て
ら
来
県
し
た
。

　
そ
の
後
、
何
度
か
八
西
地
区
の
農
家

で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
農
業
体
験
を
繰

り
返
し
、
平
成
28
年
に
移
住
。
1
年
か

け
て
管
内
11
農
家
で
研
修
を
受
け
、
29

年
春
に
就
農
し
た
。
現
在
、
温
州
ミ
カ

ン
95
㌃
、
中
晩
柑
39
㌃
、
キ
ウ
イ
フ
ル

ー
ツ
42
㌃
を
栽
培
し
て
い
る
。

　
農
業
経
営
は
、初
め
て
の
2
人
。「
せ

ん
定
、
摘
果
、
収
穫
、
選
果
。
農
作
業

一
つ
と
っ
て
も
す
べ
て
が
手
さ
ぐ
り
」

と
隆
文
さ
ん
。
先
輩
農
家
や
農
協
指
導

員
に
教
え
て
も
ら
う
も
、
い
ざ
2
人
で

ミ
カ
ン
と
向
き
合
う
と
分
か
ら
な
い
こ

と
だ
ら
け
だ
と
い
う
。「
け
ん
か
に
な

る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
度
に
原
点
の

『
2
人
で
楽
し
く
』
に
立
ち
返
っ
て
い

ま
す
」
と
時
折
目
を
合
わ
せ
な
が
ら
、

笑
顔
を
見
せ
る
。

　
共
通
の
趣
味
は
旅
行
。「
落
ち
着
い

た
ら
、
愛
媛
を
中
心
に
四
国
、
九
州
へ

ゆ
っ
く
り
旅
行
し
た
い
」
と
胸
を
は
ず

ま
せ
て
い
る
。

キ
ク
ラ
ゲ
に
か
け
る

新
天
地
で「
2
人
で
楽
し
く
」

▲（上）生キクラゲの刺身 （下）加工品の数々

▲園地には獣害対策でおりを設置している

キ
ラ
リ

Love

愛
媛の輝く農業人を応援

  

　八
幡
浜
市

　兒
嶋
　隆
文
さ
ん（
37
歳
）・
梓
さ
ん（
37
歳
）

こ

じ
ま

た
か

ふ
み

あ
ず
さ

う

だ
か

こ
う

じ

松
山
市

　宇
髙
　功
二
さ
ん（
51
歳
）

愛農人愛農人愛農人

!

白キクラゲの栽培にも
　挑戦したいです。

「™人で楽しく」が
　モットーです。

お
ひ

さ
ま
い
ち
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初診料 共済金
(初診料除く診療費の¡º割)

初診料

初診料
別途不要

共済金
(初診料除く診療費の¡º割)

自己負担　™割

改正後

改正前

改正前

平成£¡年¡月¡日以後

共済金
(初診料含む診療費のª割)

自己負担　¡割(初診料含む診療費の¡割)

自己負担　™割

平成£™年¡月¡日以後

改正後

果樹共済の種類
収穫共済

樹体共済

果実の減収と品質の低下による損害を対象とする共済

樹体の損害を対象とする共済（キウイフルーツのみ）

加入できる品種

共済掛金払込期限

¡通常　　　　　§月£º日

¡延納……掛金が¡万円以上の場合は、収穫時期まで払込期限が延長できます（樹体共済を除く）
 ¶月£¡日 ……びわ
 ¡º月£¡日 ……くり
 ¡¡月£º日 ……ぶどう・もも
翌年 ¡月¡∞日 ……うんしゅうみかん・かき
翌年 ¡月£¡日 ……いよかん
翌年 £月£¡日 ……なつみかん・指定かんきつ・キウイフルーツ

共 済 掛 金 等

うんしゅうみかん・なつみかん・いよかん・指定かんきつ・ぶどう・もも・
びわ・かき・くり・キウイフルーツ  

＊指定かんきつとは、はっさく、ぽんかん、ゆず、愛媛果試第™•号、清見、日向夏、不知火、河内晩柑、はるみ、
　せとか及び甘平を総称したものです。

＊キウイフルーツは、「収穫共済」と「樹体共済」の両方に加入できます。                            

¡共済掛金等＝共済金額(補償額)×共済掛金率×¡/™＋賦課金
　　　　　　　（掛金の™分の¡は国が負担します）

¡共済掛金率＝組合員ごとに危険段階共済掛金率（過去の被害状況に応じ、共済掛金率を設定）を導
入しております。これにより被害の無かった組合員の掛金率が下がり、加入しやす
くなりました。

¡月中旬～™月上旬

¶月∞日～•日

¶月中旬～•月下旬

ª月

ª月上中旬

記録的な低温と降雪

豪雨による土砂崩れや河川氾濫

高温・乾燥

台風™¡号・™¢号が日本縦断

低温・大雨・日照不足

　近年、異常気象による自然災害が多発し、全国で想定を上回る被害が発生しています。
農業経営のセーフティネットとして、果樹共済への加入をお勧めします。

診
療
費
の
¡º
割
自
己
負
担
£
割

家畜共済加入者の皆さまへ 果樹共済の加入申し込みが始まります
1．家畜診療費の自己負担割合が変更になります

2．家畜共済の賦課金算定方法が変更になります

【診療費の内訳】
平成£º年の主な気象状況・自然災害

¶月豪雨の被害に遭った園地

改正後、診療費の自己負担は上がりますが、原則、それ
以上に掛金の割引額が大きくなります。ただし、個人ご
との過去の損害率に応じて、共済掛金率が設定されます
ので、個人差があります。ご理解をお願いします。

改正前と改正後の賦課金は、同水準となるよう設定して
います。

○病傷事故の補償（診療費の補てん） 

■改正前

①初診料（¡,¶¢º円）は、加入者の自己負担
②初診料以外は、一定の支払限度額までは共済金で全額補償

■改正後

①平成£¡年¡月¡日以後、共済責任期間が開始するものから初診
料を除いた診療費の™割を自己負担
②平成£™年¡月¡日以後、共済責任期間が開始するものから初診

料が不要となり、初診料分の¡割が自己負担に加算され、診療
費の£割を自己負担

　

（平成£¡年¡月¡日以後）

⑴死亡廃用共済

※詳細は、裏面の最寄りの支所・出張所にお問い合わせください。

■改正前

①賦課単価は、共済金額割（共済金額¡万円当たりで設定）で算定

■改正後（平成£¡年¡月¡日以後）

【死亡廃用共済・疾病傷害共済】
①賦課単価は、引受頭数割（引受頭数¡頭当たりで設定）で算定
②家畜共済が死亡廃用共済と疾病傷害共済に分離されることか

ら、賦課単価も別々に設ける
③死亡廃用共済と疾病傷害共済を同時に加入した場合、それぞれ

の賦課単価が半額となる

【死亡廃用共済のみ】
①特定事故※に限った方式を選択した場合は、賦課単価が¡º分の

¡となる
②種豚及び特定肉豚は、死亡事故を自ら撮影し、提出する場合

は、半額となる
※火災・自然災害（地震・噴火・津波含む）・伝染病（法定伝染病・届出伝染病）
　による死亡廃用事故

乳用成牛・子牛・胎児
肥育用成牛・子牛
その他の肉用成牛・子牛・胎児
肉用種種雄牛・乳用種種雄牛
種豚
一般肉豚・特定肉豚

∞º
¡º

º

§º

∞º

計

③＝①＋②

防災賦課単価
（対万当たり）

②

事務賦課単価
（対万当たり）

①
（円）（円）（円）

搾乳牛・育成乳牛
繁殖用雌牛
育成・肥育牛
乳用種種雄牛・肉用種種雄牛
種豚
特定肉豚・群単位肉豚

§•º

£™º

∞º

¡™º

•º

º

•ºº

¢ºº

∞º

計

③＝①＋②

防災賦課単価
（¡頭当たり）

②

事務賦課単価
（¡頭当たり）

①
（円）（円）（円）

⑵疾病傷害共済

乳用牛
肉用牛
乳用種種雄牛・肉用種種雄牛
種豚

§•º

£™º

¡™º

•º

•ºº

¢ºº

計

③＝①＋②

防災賦課単価
（¡頭当たり）

②

事務賦課単価
（¡頭当たり）

①
（円）（円）（円）
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 ¶月£¡日 ……びわ
 ¡º月£¡日 ……くり
 ¡¡月£º日 ……ぶどう・もも
翌年 ¡月¡∞日 ……うんしゅうみかん・かき
翌年 ¡月£¡日 ……いよかん
翌年 £月£¡日 ……なつみかん・指定かんきつ・キウイフルーツ

共 済 掛 金 等

うんしゅうみかん・なつみかん・いよかん・指定かんきつ・ぶどう・もも・
びわ・かき・くり・キウイフルーツ  

＊指定かんきつとは、はっさく、ぽんかん、ゆず、愛媛果試第™•号、清見、日向夏、不知火、河内晩柑、はるみ、
　せとか及び甘平を総称したものです。

＊キウイフルーツは、「収穫共済」と「樹体共済」の両方に加入できます。                            

¡共済掛金等＝共済金額(補償額)×共済掛金率×¡/™＋賦課金
　　　　　　　（掛金の™分の¡は国が負担します）

¡共済掛金率＝組合員ごとに危険段階共済掛金率（過去の被害状況に応じ、共済掛金率を設定）を導
入しております。これにより被害の無かった組合員の掛金率が下がり、加入しやす
くなりました。

¡月中旬～™月上旬

¶月∞日～•日

¶月中旬～•月下旬

ª月

ª月上中旬

記録的な低温と降雪

豪雨による土砂崩れや河川氾濫

高温・乾燥

台風™¡号・™¢号が日本縦断

低温・大雨・日照不足

　近年、異常気象による自然災害が多発し、全国で想定を上回る被害が発生しています。
農業経営のセーフティネットとして、果樹共済への加入をお勧めします。

診
療
費
の
¡º
割
自
己
負
担
£
割

家畜共済加入者の皆さまへ 果樹共済の加入申し込みが始まります
1．家畜診療費の自己負担割合が変更になります

2．家畜共済の賦課金算定方法が変更になります

【診療費の内訳】
平成£º年の主な気象状況・自然災害

¶月豪雨の被害に遭った園地

改正後、診療費の自己負担は上がりますが、原則、それ
以上に掛金の割引額が大きくなります。ただし、個人ご
との過去の損害率に応じて、共済掛金率が設定されます
ので、個人差があります。ご理解をお願いします。

改正前と改正後の賦課金は、同水準となるよう設定して
います。

○病傷事故の補償（診療費の補てん） 

■改正前

①初診料（¡,¶¢º円）は、加入者の自己負担
②初診料以外は、一定の支払限度額までは共済金で全額補償

■改正後

①平成£¡年¡月¡日以後、共済責任期間が開始するものから初診
料を除いた診療費の™割を自己負担
②平成£™年¡月¡日以後、共済責任期間が開始するものから初診

料が不要となり、初診料分の¡割が自己負担に加算され、診療
費の£割を自己負担

　

（平成£¡年¡月¡日以後）

⑴死亡廃用共済

※詳細は、裏面の最寄りの支所・出張所にお問い合わせください。

■改正前

①賦課単価は、共済金額割（共済金額¡万円当たりで設定）で算定

■改正後（平成£¡年¡月¡日以後）

【死亡廃用共済・疾病傷害共済】
①賦課単価は、引受頭数割（引受頭数¡頭当たりで設定）で算定
②家畜共済が死亡廃用共済と疾病傷害共済に分離されることか

ら、賦課単価も別々に設ける
③死亡廃用共済と疾病傷害共済を同時に加入した場合、それぞれ

の賦課単価が半額となる

【死亡廃用共済のみ】
①特定事故※に限った方式を選択した場合は、賦課単価が¡º分の

¡となる
②種豚及び特定肉豚は、死亡事故を自ら撮影し、提出する場合

は、半額となる
※火災・自然災害（地震・噴火・津波含む）・伝染病（法定伝染病・届出伝染病）
　による死亡廃用事故

乳用成牛・子牛・胎児
肥育用成牛・子牛
その他の肉用成牛・子牛・胎児
肉用種種雄牛・乳用種種雄牛
種豚
一般肉豚・特定肉豚

∞º
¡º

º

§º

∞º

計

③＝①＋②

防災賦課単価
（対万当たり）

②

事務賦課単価
（対万当たり）

①
（円）（円）（円）

搾乳牛・育成乳牛
繁殖用雌牛
育成・肥育牛
乳用種種雄牛・肉用種種雄牛
種豚
特定肉豚・群単位肉豚

§•º

£™º

∞º

¡™º

•º

º

•ºº

¢ºº

∞º

計

③＝①＋②

防災賦課単価
（¡頭当たり）

②

事務賦課単価
（¡頭当たり）

①
（円）（円）（円）

⑵疾病傷害共済

乳用牛
肉用牛
乳用種種雄牛・肉用種種雄牛
種豚

§•º

£™º

¡™º

•º

•ºº

¢ºº

計

③＝①＋②

防災賦課単価
（¡頭当たり）

②

事務賦課単価
（¡頭当たり）

①
（円）（円）（円）
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ひ め の わ ク ズイ

応募締め切り▶
平成£¡年¢月£º日㈫

（当日消印有効）
松
山
市
二
番
町

     

　
　¢
丁
目
¢-
™

N
O
S
A
I
え
ひ
め

ク
イ
ズ
係

●クイズの答え
●郵便番号・ご住所
●お名前（フリガナ）
●年齢
●電話番号
●広報紙「ひめのわ」
　へのご意見・ご感想
　をお書きください。

§™
¶ ª º º º º ™

£名様にイヨメシ掲載の『ももくり三年かき八年』の
お食事券（¡,ººº円分）をプレゼントします!

●ひめのわ¡§号を読んでクイズを解いてください。 ●ハガキに必要事項をご記入の上、ご応募ください。

問1 平成を語ろう。で紹介した井門さんが栽培する作物は?

ア：ホウレンソウ　イ：ミニトマト　　ウ：ユズ

問2 愛農人で紹介した兒嶋さん夫婦の趣味は?

ア：狩猟　　　　　イ：農業　　　　　ウ：旅行

問3 イヨメシで紹介したかつ丼は平日限定何食のメニュー?

ア：¡º食　　　　　イ：¡食　　　　　ウ：∞º食

※いただいたご意見・ご感想を「読
者の声」にて匿名でご紹介させてい
ただく場合があります。
※応募によって得られた個人情報
は、プレゼントの発送及び広報紙
作成の参考意見とする以外の目的
では使用いたしません。

正解者の中から抽選で

　緊
張
し
て
い
る
せ
い
か
、
ち
ょ
っ

ぴ
り
ク
ー
ル
な
力
郎
く
ん
。
農
機
具

が
大
好
き
で
、
じ
い
ち
ゃ
ん
の
ト
ラ

ク
タ
ー
に
乗
る
と
、
何
時
間
で
も
離

れ
な
い
ね
。
た
く
さ
ん
あ
る
機
械
の

名
前
も
、
す
ぐ
に
覚
え
て
し
ま
い
ま

す
。
い
つ
も
笑
顔
で
の
び
の
び
と
、

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
に
向
か
っ
て

元
気
に
育
っ
て
ね
。（
父
・
母
よ
り
）

　趣
味
は
旅
行
と
映
画
鑑
賞
で
す
。

時
間
を
見
つ
け
て
は
、
県
外
に
足
を

運
ん
で
い
ま
す
。
特
に
、
大
阪
や
京

都
が
お
気
に
入
り
で
よ
く
行
き
ま

す
。
動
物
も
好
き
で
、
愛
犬
と
遊
ん

で
い
る
時
間
が
癒
や
し
で
す
。
今
後

は
、
健
康
で
あ
る
こ
と
を
第
一
に
、

今
ま
で
以
上
に
仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。

GEN
KiDS

元気っず

Iyo Beauty

伊予
木
下
　　愛
さ
ん（
25
）

伊
予
市

き
の

し
た

あ
い

大
平
　力
郎
く
ん（
4
）

鬼
北
町

り
き

お
お

ひ
ら

ろ
う

●
表
紙
を
見
る
た
び
に
元
気
が
出
ま
す
。

皆
さ
ん
が
頑
張
ら
れ
て
い
る
姿
に
心
打

た
れ
ま
す
。（
今
治
市
　
男
性
　
65
歳
）

●
イ
ヨ
メ
シ
で
紹
介
さ
れ
た
「
オ
ロ
デ

オ
ー
チ
ョ
」。
自
宅
か
ら
も
近
い
の
で
、

ぜ
ひ
行
っ
て
み
た
い
で
す
。
ひ
め
の
わ

は
農
業
関
係
は
も
ち
ろ
ん
、
県
内
の
こ

と
が
色
々
と
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、

楽
し
く
読
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

（
宇
和
島
市
　
女
性
　
53
歳
）

●
次
の
号
が
来
る
の
を
今
か
今
か
と
楽

し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。
共
済
関
係
の

記
事
に
目
を
通
す
の
は
当
然
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
担
い
手
の
記
事
を
読
む
の

は
元
気
が
出
ま
す
。
頑
張
れ
愛
農
人
！

（
松
山
市
　
男
性
　
69
歳
）

●
共
済
や
保
険
は
日
頃
あ
ま
り
考
え
な

い
け
れ
ど
、
今
年
の
よ
う
に
天
災
が
続

く
と
加
入
の
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。

（
西
予
市
　
女
性
　
59
歳
）

●
７
月
の
豪
雨
が
あ
り
、
収
入
保
険
の

情
報
は
、
皆
さ
ん
興
味
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
自
然
の
中
で
働
く
農
家
に
と

っ
て
、
大
切
な
保
険
で
す
。

（
鬼
北
町
　
男
性
　
43
歳
）

●
毎
年
、
我
が
田
畑
も
イ
ノ
シ
シ
の
被

害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
憎
き
イ
ノ

シ
シ
を
、
ぜ
ひ
お
い
し
く
食
し
て
み
た

い
も
の
で
す
。

（
西
予
市
　
女
性
　
50
歳
）

読者の声
読者の皆さまからクイズの応募に合わ

　せて9月号のご意見をいただきました。　 「
ミ
カ
ン
の
木
が
老
朽
化
し

て
き
た
の
で
、
労
働
力
が
か
か

ら
な
い
作
物
を
作
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
」
と
話
す
四
国

中
央
市
金
生
町
の
森
川
雅
之
さ

ん
（
63
）
。
５
年
前
か
ら
オ
リ

ー
ブ
を
実
験
的
に
導
入
し
、
栽

培
に
挑
戦
し
て
い
る
。

　
現
在
は
、
10
㌃
で
40
本
の
オ

リ
ー
ブ
を
栽
培
。
「
愛
媛
で
は

オ
リ
ー
ブ
の
栽
培
が
珍
し
く
、

実
例
が
少
な
い
。
勉
強
の
た
め
、

国
内
の
一
大
産
地
で
あ
る
香
川

県
の
小
豆
島
や
岡
山
県
の
牛
窓

（
う
し
ま
ど
）
に
直
接
足
を
運

び
ま
し
た
」
と
森
川
さ
ん
。
安

ユ
ズ
輸
送
用
の
ト
ン
ネ
ル
自
作

い
き
い
き
ふ
ぁ
ー
ま
ー

い
き
い
き
ふ
ぁ
ー
ま
ー

重
労
働
か
ら
解
放

ミ
カ
ン
園
の
老
朽
化
に
対
応

オ
リ
ー
ブ
栽
培
で
活
路

２０１９年（平成31年）

那
須
　勲
さ
ん（
鬼
北
町
）

森
川
　雅
之
さ
ん（
四
国
中
央
市
）

直
径
¡º
㌢
で
快
調
に
輸
送

直
径
¡º
㌢
で
快
調
に
輸
送

定
し
た
収
量
が
確
保
で
き
れ
ば
、

ミ
カ
ン
園
地
か
ら
の
改
植
を
進

め
、面
積
を
拡
大
す
る
予
定
だ
。

　
品
種
は
、
約
１
３
０
０
種
類

の
中
か
ら
瀬
戸
内
海
式
気
候
に

合
っ
た
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
「
ル

ッ
カ
」
「
ネ
バ
デ
ィ
ロ
ブ
ラ
ン

コ
」
の
３
品
種
を
選
定
。
昨
年

が
初
な
り
で
、
収
穫
量
が
こ
れ

か
ら
年
々
増
え
る
こ
と
を
楽
し

み
に
、
毎
日
の
管
理
作
業
に
励

ん
で
い
る
。

　
収
穫
を
実
際
に
経
験
し
、
果

実
そ
の
ま
ま
で
の
販
売
は
難
し

い
と
感
じ
た
と
い
う
。
「
将
来

的
に
は
、
自
分
自
身
で
果
実
を

加
工
し
て
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

や
ピ
ク
ル
ス
な
ど
付
加
価
値
の

あ
る
商
品
を
作
り
、
産
直
市
な

ど
で
販
売
し
た
い
。
ま
ず
は
、

そ
の
た
め
の
専
門
的
な
道
具
を

そ
ろ
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
」

と
オ
リ
ー
ブ
販
売
に
向
け
て
意

欲
を
見
せ
る
。

オリーブの手入れをする森川さん

　
鬼
北
町
は
、
全
国
有
数
の
ユ

ズ
の
産
地
。
収
穫
し
た
ユ
ズ
の

多
く
は
搾
汁
施
設
に
搬
入
さ
れ
、

果
汁
や
皮
を
加
工
品
に
利
用
し

て
い
る
。
し
か
し
、
急
傾
斜
を

開
墾
し
た
場
所
が
多
い
ユ
ズ
園

は
足
場
が
悪
く
、
園
内
道
が
狭

い
上
に
、
収
穫
し
た
ユ
ズ
の
運

び
出
し
は
、
約
20
㌔
も
あ
る
キ

ャ
リ
ー
を
何
度
も
運
ば
な
く
て

は
な
ら
ず
、
若
い
人
で
も
重
労

働
だ
。
こ
う
し
た
収
穫
作
業
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
同
町

で
ユ
ズ
を
栽
培
す
る
那
須
勲
さ

ん
（
72
）
は
、
ユ
ズ
の
輸
送
用

ト
ン
ネ
ル
を
自
作
し
た
。

ユ
ズ
園
を
借
り
、
管
理
・
収
穫

を
始
め
た
。

　
当
初
は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
駐

車
し
て
い
る
場
所
か
ら
園
地
ま

で
の
40
㍍
の
道
（
道
幅
60
㌢
）

は
、
運
搬
車
を
使
っ
て
行
き
来

し
て
い
た
。
し
か
し
、
５
年
前

に
ユ
ズ
の
収
穫
作
業
中
に
足
を

踏
み
外
し
、
転
落
。
そ
の
と
き

の
け
が
で
、
急
傾
斜
の
園
内
道

を
ユ
ズ
を
背
負
っ
て
上
り
下
り

す
る
の
が
大
変
に
な
り
、
園
内

の
傾
斜
を
利
用
し
て
、
パ
イ
プ

で
輸
送
で
き
な
い
か
と
考
え
た

の
が
、
輸
送
用
ト
ン
ネ
ル
作
成

の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　
那
須
さ
ん
の
ユ
ズ
園
に
、
ゴ

ロ
ゴ
ロ
と
音
が
響
く
。
輸
送
用

ト
ン
ネ
ル
を
ユ
ズ
が
転
が
る
音

だ
。
輸
送
用
ト
ン
ネ
ル
は
、
長

さ
４
㍍
の
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
製
の

パ
イ
プ
を
継
ぎ
、
15
㌃
の
ユ
ズ

園
内
で
全
長
約
１
０
０
㍍
に
及

ぶ
。

　
那
須
さ
ん
は
県
外
で
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
を
経
営
す
る

な
ど
故
郷
を
離
れ
て
い
た
が
、

家
族
の
面
倒
を
見
る
た
め
６
年

前
に
同
町
に
帰
っ
た
。
ち
ょ
う

ど
そ
の
頃
、
近
所
の
人
が
高
齢

で
管
理
で
き
な
い
か
ら
と
、
家

の
周
り
の
２
園
地
（
23
㌃
）
の

　
パ
イ
プ
は
園
内
の
真
ん
中
を

通
る
よ
う
に
設
置
し
、
途
中
に

３
カ
所
の
投
入
口
を
設
け
、
収

穫
し
た
ユ
ズ
を
入
れ
る
。
ユ
ズ

が
通
る
振
動
で
パ
イ
プ
が
緩
ん

で
抜
け
る
た
め
、
設
置
す
る
際

に
は
、
石
垣
な
ど
に
沿
わ
せ
て

振
動
を
軽
減
。
パ
イ
プ
の
直
径

は
大
き
す
ぎ
る
と
重
く
な
り
、

１
人
で
設
置
す
る
の
が
困
難
と

な
る
。
直
径
10
㌢
で
試
し
た
と

こ
ろ
、
果
実
の
詰
ま
り
も
な
く

快
調
に
輸
送
で
き
た
。

　
ま
た
、
継
ぎ
目
に
隙
間
が
あ

る
と
、
隙
間
の
角
に
ユ
ズ
が
当

た
り
傷
が
つ
く
。
「
パ
イ
プ
の

継
ぎ
目
は
、
た
た
い
て
し
っ
か

り
と
は
め
込
む
の
が
重
要
」
と

那
須
さ
ん
。
排
出
口
に
は
布
を

巻
い
て
排
出
ス
ピ
ー
ド
を
抑
え

た
り
、
落
下
す
る
場
所
に
ク
ッ

シ
ョ
ン
を
置
い
た
り
、
傷
が
つ

き
に
く
い
よ
う
に
気
を
使
っ
て

い
る
。

　
費
用
は
、
モ
ノ
ラ
ッ
ク
（
モ

ノ
レ
ー
ル
）
を
同
規
模
の
園
に

設
置
す
る
と
動
力
部
だ
け
で
も

約
40
万
〜
50
万
円
か
か
る
。
塩

化
ビ
ニ
ー
ル
パ
イ
プ
で
作
っ
た

輸
送
ト
ン
ネ
ル
の
場
合
は
、
約

５
万
円
と
安
価
だ
。
那
須
さ
ん

は
「
今
後
も
、
特
産
品
で
あ
る

ユ
ズ
を
誇
り
に
守
っ
て
い
き
た

い
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

輸送トンネルにユズを入れる那須さん

トンネルから出て
くるユズ

急斜面を利用した
輸送トンネル。パイ
プを緩みなくはめ
込むのがポイント

西
条
支
所
発

宇
和
島
支
所
発
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ひ め の わ ク ズイ

応募締め切り▶
平成£¡年¢月£º日㈫

（当日消印有効）
松
山
市
二
番
町

     

　
　¢
丁
目
¢-
™

N
O
S
A
I
え
ひ
め

ク
イ
ズ
係

●クイズの答え
●郵便番号・ご住所
●お名前（フリガナ）
●年齢
●電話番号
●広報紙「ひめのわ」
　へのご意見・ご感想
　をお書きください。

§™
¶ ª º º º º ™

£名様にイヨメシ掲載の『ももくり三年かき八年』の
お食事券（¡,ººº円分）をプレゼントします!

●ひめのわ¡§号を読んでクイズを解いてください。 ●ハガキに必要事項をご記入の上、ご応募ください。

問1 平成を語ろう。で紹介した井門さんが栽培する作物は?

ア：ホウレンソウ　イ：ミニトマト　　ウ：ユズ

問2 愛農人で紹介した兒嶋さん夫婦の趣味は?

ア：狩猟　　　　　イ：農業　　　　　ウ：旅行

問3 イヨメシで紹介したかつ丼は平日限定何食のメニュー?

ア：¡º食　　　　　イ：¡食　　　　　ウ：∞º食

※いただいたご意見・ご感想を「読
者の声」にて匿名でご紹介させてい
ただく場合があります。
※応募によって得られた個人情報
は、プレゼントの発送及び広報紙
作成の参考意見とする以外の目的
では使用いたしません。

正解者の中から抽選で

　緊
張
し
て
い
る
せ
い
か
、
ち
ょ
っ

ぴ
り
ク
ー
ル
な
力
郎
く
ん
。
農
機
具

が
大
好
き
で
、
じ
い
ち
ゃ
ん
の
ト
ラ

ク
タ
ー
に
乗
る
と
、
何
時
間
で
も
離

れ
な
い
ね
。
た
く
さ
ん
あ
る
機
械
の

名
前
も
、
す
ぐ
に
覚
え
て
し
ま
い
ま

す
。
い
つ
も
笑
顔
で
の
び
の
び
と
、

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
に
向
か
っ
て

元
気
に
育
っ
て
ね
。（
父
・
母
よ
り
）

　趣
味
は
旅
行
と
映
画
鑑
賞
で
す
。

時
間
を
見
つ
け
て
は
、
県
外
に
足
を

運
ん
で
い
ま
す
。
特
に
、
大
阪
や
京

都
が
お
気
に
入
り
で
よ
く
行
き
ま

す
。
動
物
も
好
き
で
、
愛
犬
と
遊
ん

で
い
る
時
間
が
癒
や
し
で
す
。
今
後

は
、
健
康
で
あ
る
こ
と
を
第
一
に
、

今
ま
で
以
上
に
仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。

GEN
KiDS

元気っず

Iyo Beauty

伊予
木
下
　　愛
さ
ん（
25
）

伊
予
市

き
の

し
た

あ
い

大
平
　力
郎
く
ん（
4
）

鬼
北
町

り
き

お
お

ひ
ら

ろ
う

●
表
紙
を
見
る
た
び
に
元
気
が
出
ま
す
。

皆
さ
ん
が
頑
張
ら
れ
て
い
る
姿
に
心
打

た
れ
ま
す
。（
今
治
市
　
男
性
　
65
歳
）

●
イ
ヨ
メ
シ
で
紹
介
さ
れ
た
「
オ
ロ
デ

オ
ー
チ
ョ
」。
自
宅
か
ら
も
近
い
の
で
、

ぜ
ひ
行
っ
て
み
た
い
で
す
。
ひ
め
の
わ

は
農
業
関
係
は
も
ち
ろ
ん
、
県
内
の
こ

と
が
色
々
と
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、

楽
し
く
読
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

（
宇
和
島
市
　
女
性
　
53
歳
）

●
次
の
号
が
来
る
の
を
今
か
今
か
と
楽

し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。
共
済
関
係
の

記
事
に
目
を
通
す
の
は
当
然
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
担
い
手
の
記
事
を
読
む
の

は
元
気
が
出
ま
す
。
頑
張
れ
愛
農
人
！

（
松
山
市
　
男
性
　
69
歳
）

●
共
済
や
保
険
は
日
頃
あ
ま
り
考
え
な

い
け
れ
ど
、
今
年
の
よ
う
に
天
災
が
続

く
と
加
入
の
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。

（
西
予
市
　
女
性
　
59
歳
）

●
７
月
の
豪
雨
が
あ
り
、
収
入
保
険
の

情
報
は
、
皆
さ
ん
興
味
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
自
然
の
中
で
働
く
農
家
に
と

っ
て
、
大
切
な
保
険
で
す
。

（
鬼
北
町
　
男
性
　
43
歳
）

●
毎
年
、
我
が
田
畑
も
イ
ノ
シ
シ
の
被

害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
憎
き
イ
ノ

シ
シ
を
、
ぜ
ひ
お
い
し
く
食
し
て
み
た

い
も
の
で
す
。

（
西
予
市
　
女
性
　
50
歳
）

読者の声
読者の皆さまからクイズの応募に合わ

　せて9月号のご意見をいただきました。　 「
ミ
カ
ン
の
木
が
老
朽
化
し

て
き
た
の
で
、
労
働
力
が
か
か

ら
な
い
作
物
を
作
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
」
と
話
す
四
国

中
央
市
金
生
町
の
森
川
雅
之
さ

ん
（
63
）
。
５
年
前
か
ら
オ
リ

ー
ブ
を
実
験
的
に
導
入
し
、
栽

培
に
挑
戦
し
て
い
る
。

　
現
在
は
、
10
㌃
で
40
本
の
オ

リ
ー
ブ
を
栽
培
。
「
愛
媛
で
は

オ
リ
ー
ブ
の
栽
培
が
珍
し
く
、

実
例
が
少
な
い
。
勉
強
の
た
め
、

国
内
の
一
大
産
地
で
あ
る
香
川

県
の
小
豆
島
や
岡
山
県
の
牛
窓

（
う
し
ま
ど
）
に
直
接
足
を
運

び
ま
し
た
」
と
森
川
さ
ん
。
安

ユ
ズ
輸
送
用
の
ト
ン
ネ
ル
自
作

い
き
い
き
ふ
ぁ
ー
ま
ー

い
き
い
き
ふ
ぁ
ー
ま
ー

重
労
働
か
ら
解
放

ミ
カ
ン
園
の
老
朽
化
に
対
応

オ
リ
ー
ブ
栽
培
で
活
路

２０１９年（平成31年）

那
須
　勲
さ
ん（
鬼
北
町
）

森
川
　雅
之
さ
ん（
四
国
中
央
市
）

直
径
¡º
㌢
で
快
調
に
輸
送

直
径
¡º
㌢
で
快
調
に
輸
送

定
し
た
収
量
が
確
保
で
き
れ
ば
、

ミ
カ
ン
園
地
か
ら
の
改
植
を
進

め
、面
積
を
拡
大
す
る
予
定
だ
。

　
品
種
は
、
約
１
３
０
０
種
類

の
中
か
ら
瀬
戸
内
海
式
気
候
に

合
っ
た
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
「
ル

ッ
カ
」
「
ネ
バ
デ
ィ
ロ
ブ
ラ
ン

コ
」
の
３
品
種
を
選
定
。
昨
年

が
初
な
り
で
、
収
穫
量
が
こ
れ

か
ら
年
々
増
え
る
こ
と
を
楽
し

み
に
、
毎
日
の
管
理
作
業
に
励

ん
で
い
る
。

　
収
穫
を
実
際
に
経
験
し
、
果

実
そ
の
ま
ま
で
の
販
売
は
難
し

い
と
感
じ
た
と
い
う
。
「
将
来

的
に
は
、
自
分
自
身
で
果
実
を

加
工
し
て
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

や
ピ
ク
ル
ス
な
ど
付
加
価
値
の

あ
る
商
品
を
作
り
、
産
直
市
な

ど
で
販
売
し
た
い
。
ま
ず
は
、

そ
の
た
め
の
専
門
的
な
道
具
を

そ
ろ
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
」

と
オ
リ
ー
ブ
販
売
に
向
け
て
意

欲
を
見
せ
る
。

オリーブの手入れをする森川さん

　
鬼
北
町
は
、
全
国
有
数
の
ユ

ズ
の
産
地
。
収
穫
し
た
ユ
ズ
の

多
く
は
搾
汁
施
設
に
搬
入
さ
れ
、

果
汁
や
皮
を
加
工
品
に
利
用
し

て
い
る
。
し
か
し
、
急
傾
斜
を

開
墾
し
た
場
所
が
多
い
ユ
ズ
園

は
足
場
が
悪
く
、
園
内
道
が
狭

い
上
に
、
収
穫
し
た
ユ
ズ
の
運

び
出
し
は
、
約
20
㌔
も
あ
る
キ

ャ
リ
ー
を
何
度
も
運
ば
な
く
て

は
な
ら
ず
、
若
い
人
で
も
重
労

働
だ
。
こ
う
し
た
収
穫
作
業
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
同
町

で
ユ
ズ
を
栽
培
す
る
那
須
勲
さ

ん
（
72
）
は
、
ユ
ズ
の
輸
送
用

ト
ン
ネ
ル
を
自
作
し
た
。

ユ
ズ
園
を
借
り
、
管
理
・
収
穫

を
始
め
た
。

　
当
初
は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
駐

車
し
て
い
る
場
所
か
ら
園
地
ま

で
の
40
㍍
の
道
（
道
幅
60
㌢
）

は
、
運
搬
車
を
使
っ
て
行
き
来

し
て
い
た
。
し
か
し
、
５
年
前

に
ユ
ズ
の
収
穫
作
業
中
に
足
を

踏
み
外
し
、
転
落
。
そ
の
と
き

の
け
が
で
、
急
傾
斜
の
園
内
道

を
ユ
ズ
を
背
負
っ
て
上
り
下
り

す
る
の
が
大
変
に
な
り
、
園
内

の
傾
斜
を
利
用
し
て
、
パ
イ
プ

で
輸
送
で
き
な
い
か
と
考
え
た

の
が
、
輸
送
用
ト
ン
ネ
ル
作
成

の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　
那
須
さ
ん
の
ユ
ズ
園
に
、
ゴ

ロ
ゴ
ロ
と
音
が
響
く
。
輸
送
用

ト
ン
ネ
ル
を
ユ
ズ
が
転
が
る
音

だ
。
輸
送
用
ト
ン
ネ
ル
は
、
長

さ
４
㍍
の
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
製
の

パ
イ
プ
を
継
ぎ
、
15
㌃
の
ユ
ズ

園
内
で
全
長
約
１
０
０
㍍
に
及

ぶ
。

　
那
須
さ
ん
は
県
外
で
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
を
経
営
す
る

な
ど
故
郷
を
離
れ
て
い
た
が
、

家
族
の
面
倒
を
見
る
た
め
６
年

前
に
同
町
に
帰
っ
た
。
ち
ょ
う

ど
そ
の
頃
、
近
所
の
人
が
高
齢

で
管
理
で
き
な
い
か
ら
と
、
家

の
周
り
の
２
園
地
（
23
㌃
）
の

　
パ
イ
プ
は
園
内
の
真
ん
中
を

通
る
よ
う
に
設
置
し
、
途
中
に

３
カ
所
の
投
入
口
を
設
け
、
収

穫
し
た
ユ
ズ
を
入
れ
る
。
ユ
ズ

が
通
る
振
動
で
パ
イ
プ
が
緩
ん

で
抜
け
る
た
め
、
設
置
す
る
際

に
は
、
石
垣
な
ど
に
沿
わ
せ
て

振
動
を
軽
減
。
パ
イ
プ
の
直
径

は
大
き
す
ぎ
る
と
重
く
な
り
、

１
人
で
設
置
す
る
の
が
困
難
と

な
る
。
直
径
10
㌢
で
試
し
た
と

こ
ろ
、
果
実
の
詰
ま
り
も
な
く

快
調
に
輸
送
で
き
た
。

　
ま
た
、
継
ぎ
目
に
隙
間
が
あ

る
と
、
隙
間
の
角
に
ユ
ズ
が
当

た
り
傷
が
つ
く
。
「
パ
イ
プ
の

継
ぎ
目
は
、
た
た
い
て
し
っ
か

り
と
は
め
込
む
の
が
重
要
」
と

那
須
さ
ん
。
排
出
口
に
は
布
を

巻
い
て
排
出
ス
ピ
ー
ド
を
抑
え

た
り
、
落
下
す
る
場
所
に
ク
ッ

シ
ョ
ン
を
置
い
た
り
、
傷
が
つ

き
に
く
い
よ
う
に
気
を
使
っ
て

い
る
。

　
費
用
は
、
モ
ノ
ラ
ッ
ク
（
モ

ノ
レ
ー
ル
）
を
同
規
模
の
園
に

設
置
す
る
と
動
力
部
だ
け
で
も

約
40
万
〜
50
万
円
か
か
る
。
塩

化
ビ
ニ
ー
ル
パ
イ
プ
で
作
っ
た

輸
送
ト
ン
ネ
ル
の
場
合
は
、
約

５
万
円
と
安
価
だ
。
那
須
さ
ん

は
「
今
後
も
、
特
産
品
で
あ
る

ユ
ズ
を
誇
り
に
守
っ
て
い
き
た

い
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

輸送トンネルにユズを入れる那須さん

トンネルから出て
くるユズ

急斜面を利用した
輸送トンネル。パイ
プを緩みなくはめ
込むのがポイント

西
条
支
所
発

宇
和
島
支
所
発



安心のネットワーク

本　　　　所　☎ 089ー941ー8135
〒790-0002　松山市二番町4丁目4番地2

西 条 支 所　☎ 089７ー５５ー2955
〒793-0006　西条市下島山甲1324番地2

宇 摩 出 張 所　☎ 0896ー75ー1231
〒799-0702　四国中央市土居町小林964番地1

今 治 支 所　☎ 0898ー31ー2800
〒794-0026　今治市別宮町9丁目1番53号

周 桑 出 張 所　☎ 0898ー64ー2055
〒799-1341　西条市壬生川111番地1

松 山 支 所　☎ 089ー941ー4623
〒790-0966　松山市立花1丁目8番42号

上浮穴出張所　☎ 0892ー21ー0442
〒791-1206　上浮穴郡久万高原町上野尻甲44番地1

伊 予 支 所　☎ 089ー982ー0534
〒799-3113　伊予市米湊825番地9

喜 多 出 張 所　☎ 0893ー23ー3222
〒795-0013　大洲市西大洲甲2419番地4

西 予 支 所　☎ 0894ー62ー2123
〒797-0017　西予市宇和町ひまわり1番地4

八幡浜出張所　☎ 0894ー22ー1449
〒796-8004　八幡浜市産業通16番42号

宇 和 島 支 所　☎ 0895ー22ー3536
〒798-0017　宇和島市和霊東町3丁目1番21号

南宇和出張所　☎ 0895ー72ー0201
〒798-4131　南宇和郡愛南町城辺甲283番地第1

　石鎚山を臨む、道前平野の丘陵地にある
バーベキューレストラン。地元の養豚業者

「カワタキ」が平成１２年に開業し、自社ブラン
ド豚「ももくり豚」を提供している。施設内
の坊ちゃんハム工房で
は、手作りのハムやウイ
ンナーの直販も行う。

イヨ
メシ

地元の味を
          ギュッと。

（1,000円）税込

１日限定１０食の人気メニュー。
しかも、食べられるのは平日のみ。 自慢のももくり豚の肉厚トンカツに、
半熟卵が絡んで、食感はふっくらなのにサックリ。
甘くとろける脂身が口に広がり、ジューシーで魅惑的だ。

¡™Spot No. ももくり三年かき八年

∂西条市丹原町関屋甲257
☎0898（76）6900　ß火曜（祝・祭日は営業）
å11:00～21:00（月・水曜のみ11:00～16:00）

Spot Data

かつ丼

　「お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
父
さ
ん
が

作
っ
た
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
、
と
っ
て

も
お
い
し
い
よ
」
と
菜
乃
巴
ち
ゃ
ん

（
5
）。
笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
は
し
ゃ
ぐ

声
が
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
畑
に
響
く
。

こ
の
ま
ま
元
気
に
大
き
く
な
っ
て
ほ

し
い
と
祖
父
の
茂
さ
ん
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　石
鎚
山
系
か
ら
の
清
ら
か
な
水
に

恵
ま
れ
た
西
条
市
禎
瑞
で
、
野
菜
作

り
に
専
念
す
る
加
藤
さ
ん
家
族
。
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
40
㌃
、
タ
マ
ネ
ギ
70

㌃
、
サ
ト
イ
モ
60
㌃
を
栽
培
す
る
。

堆
肥
を
利
用
し
て
、
化
学
肥
料
を
な

る
べ
く
使
わ
な
い
栽
培
を
心
が
け
て

い
る
。 ●

表
紙
モ
デ
ル
●

写
真
後
列
左
か
ら
、

恵
子
さ
ん
、茂
さ
ん
、亮
次
さ
ん
、菜
乃
巴

ち
ゃ
ん
、千
絵
さ
ん（
西
条
市
禎
瑞
）

第
17
号
は
7
月
に
発
刊
予
定
で
す
。

ももくり三年かき八年の

自社ブランド豚「ももく
り豚」を

ご賞味ください。
（越智さん）

2019

〈
特
集
〉

平
成
を
語
ろ
う
。

16 3
Vol.

とん

な
の
は

愛媛県農業共済組合

安心のネットワーク


